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カリフォルニア大学機構 Vice Provost Zelmanowitz 氏ら
と懇談する長尾総長
















































































































































































































































































































































































































































































　このたび， 小 寺 　 昭 次 郎 名誉教授が逝去されました。

































京大広報 2003. 11　No. 584
1584
文学研究科国際シンポジウム
２１世紀COEプログラム「グローバル化時代の多元的人文学の拠点形成」
文学と言語に見る異文化意識
１．日　　　　時：１２月６日（土）１０：３０～１７：００
２．場　　　　所：文学研究科新館第３講義室
３．プログラム：
　　　講　演　　江戸前期の女性と漢籍（日本語）　 ケンブリッジ大学教授　ピーター・コーニツキ
　　　報告１　　国文学と中国文学－「鏡」について－ 教授　大　谷　雅　夫
　　　報告２　　若きウィーン派と日本 教授　西　村　雅　樹
　　　報告３　　言語からみる「古代ウイグル」の世界 教授　庄垣内　正　弘
４．定　　　　員：２００名（当日先着順）
５．参　 加 　費：無　料（申込不要）
６．問い合わせ先：文学部庶務掛　
　　　　　　　　　TEL  ７５３－２７００
　　　　　　　　　詳細は文学研究科ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　http://www.bun.kyoto-u.ac.jp/symposium/sympo031206.html
［訂正］
　前号（No.５８３）「大学の動き」欄掲載の「平成１５年度「特色ある大学教育支援プログラム」採択結果について」の記事図
（１５５３ページ）中，「自立学習型CALL」とあるのは「自律学習型CALL」の誤りでした。お詫びして訂正いたします。
編集後記
　京大広報１１月号をお届けします。もう今年も残すところ二ヶ月を切りました。１１月という月を古人は
「雪待ち月」と呼んでいたとききました。大学から仰ぐ山がうっすらと白く見える日も近いようです。
広報の編集に関わるようになって七ヶ月。めまぐるしい動きの只中にある今の大学の様子が，様々な部
局から送られてくる原稿からもうかがわれ，それを皆様にお伝えすることの大切さと大変さとを痛感す
るばかりです。編集作業といっても，まずは送られてきた原稿の言葉や表現のチェックから始まります
が，これがまた大変。普段なにげなく使っていた言葉でも，広報に載せる原稿の中に置かれるとまた
違った表情を呈してきます。わかりやすい日本語が決して，味わいのある日本語であるとは限りません。
でも通じなければ困ります。教育詩学という，ちょっと言葉にこだわった仕事をしている者にとって，
広報の日本語との格闘は大変ですがまた楽しい時間でもあります。そうそう，それから到着の遅い原稿
を待つというのも編集作業の一つです。でも原稿が遅くていつも編集者を泣かせている私には大きなこ
とは言えません。実はこの原稿も遅れてます。とにかく今月こそは原稿ならぬ雪を待つ月が皆様に訪れ
ますよう祈っていたのですが。 （鈴木記）
